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自分らしく 安心して暮らす
共生の地域づくり

特集 福祉目標【第3次地域福祉推進計画】

子どもから高齢者まで、誰もが気軽に出会い、交流できる身近な地域のつどい場づくり 
〜 ゆるやかなつながりと自分らしさが育まれる共生の居場所 〜

写真：ほっこり広野（活動紹介 P5） 

● P6 さっちゃんの
　まごころお福分けネットワーク 第 10 弾　
　「修学旅行お小遣い応援プロジェクト」
　スタート!!



多様な力がつながり、協働する仕組みづくり多様な力がつながり、協働する仕組みづくり基本方針2
活動目標

● ボランティア活動者・
　市民活動者交流会の開催

多様な主体が出会い、
つながるきっかけづくり

● 子育てサポート体制の
　強化

暮らしの安心が途切れない
協働ケアの仕組みづくり

多様な力と共感が交わる
きっかけづくり1

● 地域福祉支援室などの
　拠点機能強化

人が集い交わる拠点の強化
と、地域活動・ボランティア
活動の促進

第3次地域福祉推進計画　［期間］令和5年度～令和9年度

福 祉 目 標

力の循環を促進する
「拠点と人」づくりの推進2

つながりで築くケアの推進3

令和5年度 三田市社会福祉協議会事業計画

『自分らしく 安心して暮らす 共生の地域づくり』
に向けて

誰もが『認め合う』安心な地域づくり誰もが『認め合う』安心な地域づくり基本方針1
活動目標

● 循環型福祉学習の取り組み促進

お互いの理解を深める
取り組みの推進

● ひとり親世帯・就学援助世帯の
　孤立を防ぐ、つながり支援
　「さっちゃんのまごころお福分け
　  ネットワーク」

孤立予防に向けた
場づくりの支援・情報発信

互いが尊重される地域づくり1

参加しやすい・参加したくなる
多様な場づくり2

3 ＳＯＳが出しやすい
地域づくり

● ひとり親世帯が親子で、
　親同士で、一人で“ほっと”
　できる場
　「ぺあちる」

多様な人がつどう
身近な場づくりの推進

月 1 回

▲ LINE ID
＠815ywjny

ここから
参加することが

できます

22



　地域福祉推進計画は、住民の方やボランティア・地域福祉活動者、各種団体や企業などの皆さまと一緒に地域の
課題をみつけ出し、その解決に向けて、どのように取り組みを進めていくのかを示した活動計画です。
　三田市社会福祉協議会では、これからの 5 年間、この計画をもとに、地域全体で連携・協働による地域づくりを
推進します。ここでは初年度となる令和 5 年度事業計画・予算をお伝えします。

SOS をまるごと受け止め、支える体制づくり基本方針3

地域福祉を進める基盤づくり地域福祉を進める基盤づくり基本方針4

活動目標

活動目標

● まるごと受け止め支える体制づくり
　会議の運営（関連研修：左写真）
● （仮称）
　地域福祉推進研修会（専門職対象）の
　企画・実施
● 民間福祉・団体ネットワーク、
　分野別ネットワークの促進支援

● 地域での暮らしを支える、地域と
　協働しながら課題解決につなげる
　「社協職員」の育成

● 三田市社協が運営する介護サービス
　あなたの笑顔にとことん
　～『こう生きたい』に寄り添い、
　暮らしを支えます～

● 「共感」を得られる情報発信
● 学びを通した情報ツール「出張ふくし教室」
● SNS で身近な話題をタイムリーに発信

● 分野を超えた専門職間の
　プラットフォームである権利擁護
　実務者会議の開催（右写真）

三田市と協働で
● （仮称）権利擁護支援ネットワーク
　会議の開催
● 権利擁護サポーター養成講座の
　継続開催、市民後見人活動への
　仕組みづくり

地域福祉の推進を担う
社協職員の育成

安定した財源確保、
持続可能な組織経営

三田の福祉と社協活動を伝える広報ツールを充実

2

1
まるごと受け止め
みんなで支えるチームづくり

（包括的相談支援体制の推進）

権利擁護支援体制の促進

1 社会福祉協議会の機能強化

2 計画推進の仕組みづくり

3 地域主体の活動圏域の形成

総合相談支援体制の構築

権利擁護支援体制の
構築支援
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積立資産取崩収入等
52,033 千円

会費・寄付
7,787 千円

貸付 事業 収入
1,000 千円

事業収入
7,330 千円

喫茶等収益
事業収入
19,485 千円

その他の収入
3,303 千円

補助・委託
379,629 千円介護保険

障害福祉サービス等収入
315,605 千円

収　入
786,172千円

支　出
786,172千円

地域包括支援センター
運営事業
136,440 千円

収益事業
19,528 千円

総合福祉
保健センター
管理運営事業
59,128 千円

法人運営・
地域福祉等事業
334,302 千円

居宅介護等事業
236,774 千円

令和5年度 予算

　皆さまからご協力いただいた社協会費やご寄付（善意銀行・共同募金等）、市からの委託金、補助金、
介護サービス収入などを財源に、地域福祉の推進を目的とした様々な事業を運営しています。

「困った時には社協に相談」「暮らしやすいまちにはあなたの力が必要」
　社会福祉協議会は、住民主体の原則に基づいた「地域福祉の推進」を担う団体として法律に定められ
た社会福祉法人です。
　全員参加の地域づくりに取り組んでいけるように、財源に関するサポートの呼びかけを行っています。
　困った時につながる相談窓口や、同じ境遇にある仲間たちが集える場、ためになる講座や魅力ある地
域活動など、身近な社会資源を、「知る」ことや、「活用」すること、また「参加」することにつながる
情報発信に、力を入れて取り組みます。皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

振込先

社協会費へのご協力をよろしくお願いいたします

社協サポーター（会員）の種類
一般会費

年額：1 世帯当たり 200 円
賛助会費

年額：1 口 1,000 円
特別会費

年額：1 口 5,000 円
社会福祉協議会の活動に賛同する
個人（世帯）

社会福祉協議会の活動に賛同し、
応援いただける個人

社会福祉協議会の活動に賛同し、
応援いただける法人および団体

※一般会費は区・自治会を通じてご協力いただいています。
※社会福祉法人三田市社会福祉協議会は 2019 年 2 月 25 日に「税額控除」が適用される法人として三田市から証明をうけました。

社協会費にご協力いただいた皆さまをご紹介（令和5年2月1日～3月31日） ※受付順

一般会員 けやき台自治会、狭間が丘 5 丁目東自治会、広野駅前区、井ノ草区、三田緑風台自治会

口座名義　社会福祉法人　三田市社会福祉協議会　フク）サンダシシャカイフクシキョウギカイ
　● 兵庫六甲農業協同組合 ……三田支店（普通）　0001333
　● りそな銀行 …………………三田支店（普通）　1567194　※振込手数料は当会が負担します。
  社協窓口でも随時お預かりさせていただきます。
  平日（月～金）　9 時～ 17 時 30 分　　土日祝日（年末年始は除く） 9 時～ 17 時
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ほっこり広野ほっこり広野

　民生委員の方にお声がけいただき、親子で参加させていただきました。自宅では母と2人き
りなので、色々な方と出会いお話することで、気晴らしになります。気に掛けていただいて感謝
しています。

　子どもも楽しめて、自分もリフレッシュできる時間となっています。色々な方が育児の
相談に乗ってくださる場になっているので、ありがたいです。

［ 広野地区 ］
さんだの地域福祉活動紹介⑥

TEL：079-559-5965　FAX：079-559-5945　E メール：chiiki@sanda-shakyo.or.jp地域福祉係

▪どんな活動をしているの？
　ほっこり広野は、「誰でも気軽に立ち寄れる居場所」として令和 2 年 9 月にスタートしました。
広野地区ふれあい活動推進協議会の事業として、毎月第 1 火曜日 10 時～ 15 時に広野市民センター

（上井沢 28-1）で開催されています。
　“ふらっと”立ち寄られ、コーヒーを飲みながらおしゃべりを楽しんだり、本を読んだり、手芸や
折り紙、工作をするなど様々な過ごし方ができる居場所を提供されています。
　乳幼児の子育てをされている方や、認知症の方、社会復帰のためのリハビリとして参加される方
など、様々な方がゆるやかに交わりあえる場となっています。

　以前、未就学児の親子を対象とした子育てすくすく教室を開催してい
ましたが、共働き家庭の増加により、保育所を利用される子どもが増え
たり、子育て交流ひろば※が市内各地に設置される等の社会背景の変化か
ら、年齢を問わず乳幼児から高齢者まで誰もが気軽に出会いお話できる
心地よい居場所づくりを…と、ほっこり広野を始めました。
　みなさんの笑顔や笑い声、「ありがとう」「楽しかった」「また来ます」という言葉が励みになり、
私自身もみなさんとの出会いやふれあいを楽しみに活動しています。
　これからもみなさんに“ほっこり”とした時間を過ごしていただけるよう、いろんな人に支えて
もらいながら、みなさんと一緒に楽しいほっこり広野をつくっていきたいと思います。

（ほっこり広野　藪内美穂さん）

▪活動者の想いとは…

参加者の声…

※子育て交流ひろば…就学前のお子さんが自由に遊べたり、参加者が交流できる場
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ありがとうメッセージ

あなたの善意が、思い出づくりにつながります
〜善意銀行 修学旅行お小遣い応援プロジェクト〜〜善意銀行 修学旅行お小遣い応援プロジェクト〜

事業担当者より
市内小学校 校長先生より

子どもたちの“楽しみ”と“笑顔”のために！
プロジェクトへの参加をお待ちしています。

目標額 400,000 円

権利擁護・成年後見支援センター
TEL 079-550-9004　FAX 079-559-5704　E メール kenri@sanda-shakyo.or.jp

窓　口

期　間
問い合わせ

〒 669-1514　三田市川除 675　三田市総合福祉保健センター内
権利擁護・成年後見支援センター及び各地域福祉支援室　  平日 9時～ 17時30分

令和 5 年 7 月 31 日まで　＊社会福祉協議会への寄付金については、税額控除制度の適用を受けることができます。

＊目標額を達成した場合は、善意銀行子育て事業
　に充当します。

　善意銀行とは、『地域住民の皆さまから善意の寄付
（金銭や物品）をお預かりし、必要とされている方々
や福祉事業等へ払い出しを行う「善意の橋渡し」の
しくみ』です。（P7 で預託者紹介）
　今月は、就学援助等を受けている世帯の方へ、
小学生・中学生の修学旅行の一部助成を行う「修学
旅行お小遣い応援プロジェクト」をお知らせします。

さっちゃんのまごころお福分けネットワーク 第10弾

お
み
や
げ

ま
うんじゅ

修学旅行お小遣い助成は、
令和 4 年度、小学生へ 150,000 円［3,000 円を 50 名］、
中学生へ 280,000円［5,000 円を 56 名］の応援を
行いました。

　旅行費用の公的支援もありますが、
お小遣いは対象になりません。学校に
呼びかけ、ご協力いただき、支援をお
届けすることで、楽しいはずの修学旅行
を迎えて感じる「いろいろな費用がかか
るから心配…」という不安を少しでも軽
減することができればと思っています。
　子ども達に温かい気
持ちが届き、お土産＆
楽しい思い出が残ること
を願っています。

　子どもたちにとって、修学旅
行の大きな楽しみのひとつは、
お小遣いを握りしめ、お土産を
買うことです。お土産を買う時には、手渡す
時の相手の喜ぶ顔を思い浮かべている子ども
も多いと思います。そのことを考えると、長
年にわたり実施されている「修学旅行お小遣
い助成事業」は、喜ぶ子どもたちの笑顔が思
い浮かぶ心温まる事業です。心から感謝して
おります。
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（2 月 1 日〜 3 月 31 日分）【三田市善意銀行】敬称略温かい善意ありがとうございました。温かい善意ありがとうございました。温かい善意ありがとうございました。

子どもが

好きな方！

始めよう！子育て支援
子育てサポーターを養成します

空いた時間を役立てたい！

【多世代交流係】　
TEL 079-562-8423　FAX 079-562-8424　E メール tasedai@sanda-shakyo.or.jp

氏名、住所、TEL、一時保育の有無を明記してメールまたは FAX で多世代交流係まで申込方法
6 月 8 日（木）申込締切

多世代交流館 シニア・ユースひろば場所 25 名定員 三田市内在住の子育て支援に関心のある方対象
１才以上就学前まで（要申込）託児

▶さんだっ子幸せ・夢サポーター　母親が産前・産後・病気などの時の育児と家事の支援
▶さんだファミリーサポートセンター協力会員　乳児から小学生までの預かり・送迎の支援 

三田市社協子育て支援講座 
全日 9：45 〜 12：15

① 6 月 13 日（火） 子どもの世話
② 6 月 21 日（水） 子どもの栄養と食生活
③ 6 月 29 日（木） 安全・事故
④ 7 月   7 日（金） 小児看護の基礎知識他
⑤ 7 月 13 日（木） 心の発達とその問題

協力会員がお子さん一人ひとりに合わせた保育をします。気軽に参加して、ファミサポを体験してみてください。

● さんだファミリーサポートセンター 体験保育ドレミ

【さんだファミリーサポートセンター】　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL 079-559-8996　FAX 079-562-8424　E メール famisapo@sanda-shakyo.or.jp

5 月 18 日（木）申込締切保護者と子どもの名前、年齢、住所、TEL をメールまたは FAX で申込方法
［保護者］市内在住、在勤の方　［子ども］6 か月から就園前の子ども対象子ども 1 人につき 500 円利用料

6 名定員5 月 25 日（木）10 時〜 12 時日時 場所 総合福祉保健センター第 1・2 会議室

▲子育て支援事業
について

▲ 事前打ち合わせ ▲ おむつ替えようね♪ ▲ 保育園へお迎え

日付 金額・物品 預託者名 備考
2.1 5,000 円 フラワー地域福祉支援室

設置の善意の箱

2.4 10,000 円 匿名

2.10 車いす 1 台 有馬高等学校育友会・生徒会 マスターズマラソン
バザー収益金等

2.12 1,644 円 さんだ生涯学習カレッジ　 
カラオケクラブ

2.14 オムツ 坂上京子

2.19 2,000 円 2011.3.11

2.21 100 円 匿名

2.24 30,000 円 本門仏立宗阪神布教区
「福祉の輪をひろげる会」

2.27 3,000 円 フグ田タラオ

2.28 1,400 円 末西湖畔地蔵

3.1 5,000 円 フラワー地域福祉支援室
設置の善意の箱

3.2 100,000 円 匿名

3.3 4,933 円 ウッディ地域包括支援センター・ウッディ
カルチャー地域福祉支援室設置の善意の箱

3.7 1,942 円 広野歌謡教室設置の善意の箱

3.8 紙パット等 匿名

3.8 1,000 円 三宅

3.9 10,000 円 匿名

3.12 ウェットティッシュシート 30 袋 
おしりふきシート 40 袋 優しい色味♡松山有希子

日付 金額・物品 預託者名 備考
3.16 2,000 円 2011.3.11

3.17 12,539 円 ほほえみ会

3.17 10,000 円 木曽

3.17 2,000,000 円 匿名

3.20 8,244 円 三田市立図書館設置の
善意の箱

3.22 ふきとり布 20 枚× 64 束、
雑巾 210 枚、足ふき布 30 枚 あかしあクラブ ふきとり布部

3.25 介護用品、オムツ 匿名

3.27 6,800 円 三田市モルック協会

3.27 1,348 円 匿名

3.28 毛布 1 枚 匿名

3.28 3,000 円 御厨琴子（みくりやことこ） 私の 3,000 円の
使い方です

3.28 4,368 円 匿名

3.28 3,000 円 さっちゃん

3.30 8,846 円 多世代交流係シニアユース
ひろば設置の善意の箱

3.30 14 円 つつじが丘小学校 6 年一同

3.31 26,766 円 ゆりのきクラブ 解散に伴う余剰金

3.31 166,269 円 株式会社 阪急オアシス

3.31 2,500 円 匿名 「さんだ防災リーダーの会」
が三田にはあるようですよ。

子どもの笑顔に出会える 有償のボランティア活動です！

▲講座案内
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　三田市社会福祉協議会は、総合福祉保健センターの指定管理事業者として、センターの運営管理を
行っています。当センターには多くの相談窓口がありますが、センター内で実施している専門相談、
また貸出事業について、より多くの皆さんにご利用いただきたくご案内させていただきます。

　暮らしにくさや生きづらさの解消にむけて、法律や
福祉に関する相談をお受けします。ご家族や支援機関
の方も相談できます（無料）。

～認定補聴器専門店スタッフが無料で対応～
第 2・4 水曜日　10時～12時  ※祝日除く
5月10日（水）、24日（水）　6月14日（水）、28日（水）　

例えば、
＊自分に合った補聴器探しのサポート
＊補聴器の部品交換  ※費用は自己負担
＊補聴器の使用方法に関する助言
＊身体障害者手帳の交付に関する助言　など
補聴器に関するアドバイスを行います！

第１木曜日 13 時 15 分～ 16 時 弁護士・社会福祉士 など
第３木曜日 13 時 15 分～ 16 時 司法書士・社会福祉士 など
※ 1 回あたり 45 分　※祝日除く
5月18日（木）　6月1日（木）、15日（木）

予約不要

予約制（前日16時まで）　

◆ 総合福祉保健センター受付
　TEL 079-559-5700　 

連絡先 ◆ 三田市権利擁護・成年後見支援センター
　TEL 079-550-9004　 

連絡先

補聴器相談 権利擁護専門相談会

認知症専門医に気軽に相談いただける相談窓口です。
ご家族からの相談もお受けしています（無料）。

第 1・3 木曜日 ※祝日除く　　
1 14 時～　2 14 時 40 分～　3 15 時 20 分～

予約制（前日16時まで）　

◆ 三田市地域包括支援センター
　TEL 079-559-5941　 

連絡先

　認知症となったときに様々なことをあきらめるのでは
なく、“その人らしく地域で安心して暮らせるまちづくり”
の一環として、認知症に関する情報発信の場を作りま
した。
　「もの忘れ相談」やスマートフォンなどで脳の健康度

を知ることができる「タッチ DE 脳の
健康チェック」もオンラインで予約でき
ます。
LINE お友達登録お待ちしております。

もの忘れ相談

一時的な病気やケガなどの理由により、必要とされる方へ福祉用具の貸出を行っています。

・ 貸出期間は基本 1 か月とし、最長３か月間まで延長が可能です。
・ 継続して利用を希望される場合は一度返却のうえ新たに申請をお願いします。
・ 短期利用で返却した場合、同日中に連続して無料で借りることはできません。

内容 利用料 別途必要な費用（利用日数にかかわらず）
車いす 1,000 円／ 1 か月 －
ポータブルトイレ 洗浄消毒代 1,000 円　バケツ代（買取）1,800 円

福祉用具貸出事業のご案内

貸出用車いすは、個人や、各種団体のチャリティー活動等によって、三田市善意銀行に寄贈いただいたものであり、
みなさまの善意で成り立っている事業です。 ※利用料金の一部は用具の点検、メンテナンスに活用させていただきます。

7 日以内は無料、8 日以上は貸出日から 1 か月単位で有料　※生活保護受給者は無料

予約不要

利用料　

総合福祉保健センターの専門相談をご利用ください！

◆ 月～金：総務課　　　　　　　　　　TEL 079-559-5940　 
◆ 土日祝：総合福祉保健センター受付　TEL 079-559-5700

連絡先 ※いずれも 9 時～ 17 時

三田市地域包括支援センター
公式LINEができました！
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